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紙面の中で日付に年号がないものはすべて「令和 4年」です。また問い合わせなどについて、市外局番がないものは「0966」です。

2 令和４年施策方針

7 令和４年度一般会計当初予算

8 復興まちづくり計画を策定しました

11 球泉洞リニューアルオープン

12 村内小学校卒業式

13 令和 4 年度小中学校入学式

14 令和 4 年度球磨村役場職員配置

18 球磨村のわだい

20 工事のため林道を交通規制します／
球磨川水系河川整備計画策定に伴う意見募集

21 被災者生活再建支援金の申請はお済みですか

22 情報の窓口

23 肥薩線タクシー輸送をご利用ください

24 村内移動販売スケジュール

26 令和４年度狂犬病予防注射の日程

27 包括だより

28 球磨村社会福祉協議会／防災管理官コラム

29 陽だまり

30 相談・休日在宅当番医／戸籍の窓

31 文芸の広場

32 全村民が避難について考える日

　三ヶ浦毎床地区の梨の
花が見ごろを迎えました。
空には天の川が流れ、幻
想的な風景が辺りに広が
りました。秋には球磨村
特産の立派な梨が出荷さ
れます。

今月の
表紙

５月号の目次
ーＣＯＮＴＥＮＴＳ－

　
被
災
家
屋
の
解
体
業
務
は
完
了

し
、
道
路
、
橋
梁
、
河
川
、
水
道
、

通
信
等
イ
ン
フ
ラ
基
盤
に
つ
き
ま

し
て
も
早
期
復
旧
に
向
け
て
、国
、

県
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
一
方
で
、
被
災
さ
れ
た
方
の
生

活
再
建
の
観
点
か
ら
は
、
未
だ
多

く
の
方
が
仮
設
住
宅
等
で
の
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
ら
れ
、
ま

た
長
距
離
の
迂
回
を
お
願
い
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か

ら
一
日
も
早
く
安
全
で
安
心
な
生

活
を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
令
和
４
年
度
も
復
旧
・
復
興
へ

の
歩
み
を
止
め
る
こ
と
な
く
、「
球

磨
村
復
興
計
画
」
に
掲
げ
る
「
災

害
に
強
く
、
豊
か
な
地
域
資
源
を

後
世
に
継
承
し
、
住
民
が
安
全
に

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
山
里

『
球
磨
村
』
の
復
興
」
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
地
域
別
の
協
議
会
に

お
い
て
、
復
興
計
画
の
取
組
み
の

方
向
性
に
掲
げ
る
「
被
災
者
の
生

活
再
建
」
と
「
災
害
に
強
い
む
ら

づ
く
り
に
向
け
た
復
旧
と
備
え
」

を
中
心
に
協
議
を
重
ね
、
令
和
3

年
度
に
「
球
磨
村
復
興
ま
ち
づ
く

り
計
画
」
を
策
定
し
、
計
画
に
基

づ
く
事
業
を
実
施
し
復
興
を
加
速

化
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
２
年
国
勢
調
査
に

お
け
る
人
口
減
少
率
が
全
国
最
大

と
い
う
現
状
で
、
高
齢
化
、
過
疎

化
、
農
林
業
を
は
じ
め
と
す
る
担

い
手
不
足
な
ど
へ
の
喫
緊
の
課
題

に
立
ち
向
か
う
た
め
、
地
域
外
に

人
材
を
求
め
、
新
た
な
発
想
や
知

識
と
経
験
を
積
極
的
に
活
用
す
る

こ
と
で
課
題
の
解
決
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

　
加
え
て
、
被
災
さ
れ
た
人
の
生

活
再
建
と
並
行
し
、
地
域
の
賑
わ

い
創
出
・
生
業
再
生
に
向
け
て
も

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
特
に
村

の
観
光
拠
点
施
設
で
あ
る
一
勝
地

温
泉
か
わ
せ
み
の
今
後
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を

見
据
え
た
対
策
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　
一
方
で
、
復
旧
・
復
興
に
は
長

い
年
月
と
多
く
の
財
源
、
そ
し
て

人
材
も
必
要
で
す
。
発
災
直
後
か

ら
国
や
県
に
よ
る
強
力
な
財
政
支

援
が
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今

後
は
災
害
公
営
住
宅
等
の
建
設
、

宅
地
造
成
、
学
校
の
再
編
な
ど
莫

大
な
費
用
を
必
要
と
す
る
事
業
を

行
っ
て
い
く
こ
と
か
ら
、
よ
り
計

画
的
な
財
政
運
営
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
人
材
に
お
い
て
は
、
他

の
自
治
体
か
ら
の
派
遣
職
員
の

方
々
の
ご
協
力
と
任
期
付
職
員
を

採
用
し
、
復
旧
・
復
興
事
業
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
今
年
度

に
は
派
遣
職
員
が
縮
小
と
な
り
、

限
ら
れ
た
財
源
と
人
材
で
復
旧
・

復
興
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
た

め
に
は
、
真
に
必
要
な
事
業
の
選

択
や
効
率
的
な
予
算
執
行
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
ほ
か
、
未
だ
収
束
し
て
い

な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
も
必
要
と
な
り
ま

す
。
役
場
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生

に
つ
い
て
は
、
役
場
業
務
の
一
部

縮
小
な
ど
、
村
民
の
皆
様
に
ご
迷

惑
と
ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
し

た
。
今
後
も
国
内
外
の
感
染
状
況

を
注
視
し
、
状
況
に
応
じ
た
感
染

症
対
策
と
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
計
画
的
に
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　

令
和
４
年
度
予
算
に
つ
い
て

は
、
人
口
減
少
な
ど
に
よ
り
地
方

交
付
税
の
交
付
額
な
ど
も
不
透
明

な
中
、
厳
し
い
予
算
編
成
と
な
っ

て
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
中
で
も
、

先
延
ば
し
の
出
来
な
い
復
旧
・
復

興
事
業
に
つ
い
て
は
、
財
源
の
確

保
に
努
め
な
が
ら
着
実
に
進
め
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
村
民
の
生
活

に
直
結
す
る
重
要
な
事
業
は
、
積

極
的
か
つ
効
果
的
に
進
め
る
な
ど

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向

施
政
方
針

令

和

４

年

は
じ
め
に

け
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
職
員
全
体
で

共
有
し
た
う
え
で
、
令
和
４
年
度

の
予
算
編
成
は
、
球
磨
村
復
興
計

画
に
掲
げ
る
基
本
目
標
の
も
と
、

必
要
な
復
旧
復
興
事
業
の
う
ち
、

優
先
順
位
の
高
い
も
の
か
ら
予
算

編
成
を
行
い
、
将
来
に
負
担
を
残

す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
事
業
の
財

源
確
保
に
つ
い
て
も
検
討
を
行

い
、
各
種
事
業
を
厳
選
し
て
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

急流と鍾乳洞の里「球磨村」
球磨村は熊本県の南部にあります。令和２年７月豪雨災
害により甚大な被害を受けました。発災から１年９カ月
が経過し目に見えて復旧が感じられるようになりまし
た。村民の一日も早い生活再建を第一に取り組んでいま
す。復旧・復興を見守り、ご支援いただければ幸いです。

　広報くまむら

令和 4 年 施政方針

令
和
４
年
第
２
回
球
磨
村
議
会
定
例
会
（
３
月
７
日
）

で
の
松
谷
村
長
の
発
言
を
掲
載
し
ま
す
。
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「
被
災
者
の
生
活
再
建
」
に
つ

い
て
は
「
安
全
な
宅
地
の
確
保
」

と
「
公
営
住
宅
の
整
備
」
を
最
優

先
に
取
り
組
み
、
渡
地
域
で
は
、

自
力
で
住
宅
の
再
建
が
困
難
な
方

の
た
め
総
合
運
動
公
園
遊
具
エ
リ

ア
で
の
災
害
公
営
住
宅
の
建
設
を

進
め
ま
す
。
ま
た
、
遊
水
地
や
引

堤
の
計
画
か
ら
移
転
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
人
や
、
浸
水
し
た
た

め
に
住
宅
の
移
転
を
希
望
す
る
人

の
た
め
、
山
口
居
住
エ
リ
ア
の
塚

ノ
丸
の
宅
地
整
備
と
峯
居
住
エ
リ

ア
の
村
有
一
王
子
団
地
跡
地
の
分

譲
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
山
口
居
住
エ
リ
ア
及
び

峯
居
住
エ
リ
ア
の
宅
地
造
成
及
び

避
難
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
先
般

３
月
２
日
の
県
議
会
に
お
い
て
、

県
の
受
託
に
よ
る
施
行
を
表
明
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
住
ま

い
の
再
建
に
つ
い
て
、
加
速
度
的

に
進
む
も
の
と
期
待
し
て
い
ま

す
。

　
一
勝
地
地
域
で
は
、
永
崎
団
地

に
隣
接
す
る
村
有
地
に
災
害
公
営

住
宅
の
建
設
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　
神
瀬
地
域
で
は
、
中
心
地
で
あ

る
木
屋
角
地
区
に
お
け
る
治
水
対

策
と
併
せ
、
嵩
上
げ
事
業
エ
リ
ア

外
で
の
公
営
住
宅
建
設
の
検
討
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
次
に
「
子
育
て
・
教
育
環
境
の

再
生
と
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
づ

く
り
」
に
つ
い
て
は
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
の
配
置
に
よ

り
、
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
心
の

ケ
ア
を
図
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
学
習
を
学
校
だ
け
で

な
く
、
家
庭
学
習
で
も
充
実
さ
せ

る
た
め
、
小
中
学
生
が
い
る
世
帯

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
料
の
一

部
を
助
成
し
て
い
き
ま
す
。

　
加
え
て
子
育
て
世
代
へ
の
財
政

支
援
と
し
て
、
保
育
所
運
営
費
や

保
育
所
副
食
費
の
助
成
、
子
ど
も

医
療
費
の
助
成
、
給
食
費
の
半
額

助
成
を
継
続
し
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
渡
小
学
校
の
再
建
に
際

し
、
併
せ
て
こ
れ
か
ら
の
球
磨
村

を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
安

心
し
て
学
べ
る
教
育
環
境
を
確
保

す
る
た
め
、
小
学
校
の
統
合
を
含

め
、
教
育
環
境
の
改
善
に
つ
い
て

検
討
を
行
う
場
と
し
て
「
小
中
学

校
再
編
計
画
検
討
委
員
会
」
が
設

置
さ
れ
、
先
日
提
言
書
が
教
育
委

員
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
３
月

14
日
の
総
合
教
育
会
議
で
は
学
校

再
編
の
方
向
性
を
議
論
し
、
将
来

を
見
据
え
た
教
育
環
境
の
整
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、「
日
常
の
生
活
や
移
動

等
生
活
環
境
の
早
期
復
旧
と
利
便

性
向
上
」
に
つ
い
て
は
、
経
済
活

動
を
支
え
る
基
盤
で
あ
る
道
路

は
、
今
後
も
国
、
県
と
連
携
し
早

期
復
旧
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
等
の
公
共
交
通
機
関

の
再
開
に
対
し
て
も
、
引
き
続
き

沿
線
自
治
体
と
共
同
で
復
旧
に
向

け
た
働
き
掛
け
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
村
民
の
生
活
に
欠
か

せ
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、

道
路
の
復
旧
状
況
に
合
わ
せ
て
見

直
し
を
行
い
利
便
性
の
向
上
に
努

め
ま
す
。

　
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生

と
脱
炭
素
の
む
ら
づ
く
り
」
に
つ

い
て
は
、
未
だ
多
く
の
人
が
住
み

な
れ
た
地
域
か
ら
離
れ
た
場
所
で

の
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
、
き
め
細
か
な
支

援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
高
齢
者

や
障
害
者
な
ど
支
援
が
必
要
な
人

に
対
し
て
は
、
地
域
支
え
合
い
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
見
守
り
や
生
活
相

談
を
は
じ
め
、
保
健
師
に
よ
る
戸

別
訪
問
な
ど
、
医
療
・
福
祉
・
行

政
の
各
機
関
が
連
携
し
、
生
活
へ

の
不
安
を
取
り
除
き
、
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
支
援
を
行
い
、

各
集
落
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

再
生
や
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
、
地
域
文
化
の
復
活
を
通
し

た
村
民
の
「
誇
り
」
を
取
り
戻
す

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
豪
雨
災
害
を
教
訓
と
し

て
、
国
や
県
が
目
指
す
脱
炭
素
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、
村
と
し
て

も
環
境
に
配
慮
し
た
先
進
的
な
地

域
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、「
実

現
可
能
性
調
査
」
を
進
め
る
と
と

も
に
、
熊
本
大
学
が
環
境
省
か
ら

受
託
し
た
中
山
間
地
域
で
進
め
る

Ｅ
Ｖ
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
評
価
検
証

事
業
で
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
し
て

走
行
さ
せ
、
児
童
生
徒
へ
の
環
境

教
育
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

　
「
村
を
支
え
る
産
業
の
再
生
と

新
た
な
雇
用
の
創
出
」
に
つ
い

て
、
ま
ず
、「
球
磨
川
と
共
有
す

る
村
の
自
然
を
活
か
し
た
観
光
む

ら
づ
く
り
」
に
つ
い
て
は
、
球
磨

川
と
共
に
育
ん
で
き
た
私
た
ち
の

暮
ら
し
を
見
つ
め
な
お
し
、
美
し

い
景
観
へ
の
再
生
を
進
め
る
と
と

も
に
、
山
、
川
、
地
形
を
活
か
し

た
豊
か
な
自
然
環
境
を
活
用
す
る

た
め
、「
球
磨
川
豪
雨
災
害
復
興

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
行
わ
れ

て
い
る
「
球
磨
川
リ
バ
イ
バ
ル
ト

レ
イ
ル
実
行
委
員
会
」に
参
画
し
、

球
磨
村
で
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ

大
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
豪
雨
災
害
で
亡
く
な
ら
れ

た
人
へ
鎮
魂
の
祈
り
を
捧
げ
る
と

と
も
に
、
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協

力
を
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
人
に

感
謝
し
、
村
民
一
丸
と
な
っ
て
必

ず
球
磨
村
を
復
興
さ
せ
る
と
い
う

決
意
を
共
有
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
、
復
興
へ
の
機
運
を
高
め
て

い
き
ま
す
。

　
次
に「
山
の
暮
ら
し
と
農
林
業・

商
工
業
の
生
業
再
生
」
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
、
村
の
基
幹
産
業
で
あ

る
農
林
業
を
は
じ
め
と
し
た
産
業

や
、そ
れ
を
支
え
る
基
盤
の
復
旧
、

林
業
の
基
盤
で
あ
り
生
活
道
路
も

兼
ね
る
林
道
や
作
業
道
お
よ
び
農

道
、
農
地
、
農
業
用
施
設
な
ど
に

つ
い
て
も
、
引
き
続
き
早
期
復
旧

を
目
指
す
と
と
も
に
、
な
り
わ
い

の
活
力
回
復
や
雇
用
の
確
保
、
村

の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
、
生
産

基
盤
の
復
旧
や
ス
マ
ー
ト
農
林
業

の
導
入
検
討
に
よ
る
地
域
産
業
の

再
建
支
援
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
農
作
物
へ
の
被
害
が
発

生
し
て
い
る
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
に

対
す
る
補
助
を
継
続
し
、
新
た
に

駆
除
を
さ
れ
る
人
へ
の
補
助
も
実

施
し
、
加
え
て
ジ
ビ
エ
を
活
用
し

た
地
域
振
興
を
目
的
と
し
て
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
集
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
商
工
業
の
再
生
と

振
興
」
は
、
持
続
可
能
で
活
力
あ

る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、
引
き

続
き
商
工
会
・
事
業
者
及
び
行
政

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
事
業

者
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

基
本
目
標
①

「
村
民
の
生
活
再
建
に
つ
い
て
」

く
ら
し
　
被
災
者
の
生
活
再
建

き
ず
な　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

再
生
と
脱
炭
素
の
む
ら
づ
く
り

基
本
目
標
②

村
を
支
え
る
産
業
の
再
生
と
新

た
な
雇
用
の
創
出
に
つ
い
て

に
ぎ
わ
い　
球
磨
川
と
共
有
す

る
村
の
自
然
を
活
か
し
た
観
光

む
ら
づ
く
り

な
り
わ
い
　
山
の
暮
ら
し
と
農

林
業
・
商
工
業
の
生
業
再
生

宅地造成が計画されている山口塚ノ丸エリア再稼働した球磨村森林組合製材加工場

令和 4 年 施政方針



7　　広報くまむら　2022.5 広報くまむら　2022.5　　6

　
災
害
に
強
い
む
ら
づ
く
り
に
向

け
た
復
旧
と
備
え
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
、
球
磨
川
水
系
流
域
治
水
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
引
き
続
き
国
、

県
、
流
域
市
町
村
と
と
も
に
推
進

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
令
和
３

年
度
に
策
定
し
た
「
球
磨
村
復
興

ま
ち
づ
く
り
計
画
」
に
基
づ
き
、

安
全
な
避
難
場
所
・
避
難
所
・
避

難
路
の
整
備
を
順
次
行
っ
て
い
き

ま
す
。
新
た
な
居
住
地
と
し
て
整

備
す
る
塚
ノ
丸
と
総
合
運
動
公

園
、
国
道
２
１
９
号
を
結
ぶ
避
難

路
に
つ
い
て
、
現
道
を
活
用
し
な

が
ら
引
き
続
き
整
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
災
害
に
備
え
る
た

め
、
村
の
防
災
体
制
の
さ
ら
な
る

強
化
、
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や

人
材
育
成
に
努
め
、
併
せ
て
地
域

で
の
避
難
訓
練
や
自
主
防
災
体
制

の
強
化
、
水
災
補
償
の
保
険
料
の

一
部
助
成
の
継
続
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
復
興
の
段
階
に
併

せ
て
、
防
災
拠
点
の
確
保
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　
私
は
、
職
員
へ
「
復
旧
・
復
興

に
向
け『
行
財
政
改
革
』を
行
う
」

令和４年度　一般会計当初予算

49億 4,900万円
令和 4 年度の一般会計予算額は 49 億 4,900
万円です。令和 2 年 7 月豪雨災害からの復旧・
復興事業を最優先し、被災者の生活再建に全
力を挙げて取り組みます。

令和２年７月豪雨災害復旧・復興関連事業
山口地区災害復興宅地造成事業 2 億 3,500 万円

山口地区避難路整備事業　 3 億 7,200 万円

神瀬地区宅地造成事業 2,000 万円

神瀬地区避難地造成事業 1,600 万円

淋地区避難地測量設計業務委託事業 1,000 万円

共同給水施設整備事業費補助事業 1,000 万円

農業用施設等災害復旧事業 2 億 3,678 万円

林業用施設災害復旧事業 5 億 8,793 万 8 千円

被災者支援

地域支え合いセンター
設置・運営委託事業 4,299 万 9 千円

被災者見守り対策強化
事業 79 万 2 千円

復興支援ボランティア
連携推進助成事業 200 万円

転居費用助成事業 3,500 万円

産業振興課

産業振興対策補助事業（農業）　　　　 406 万 7 千円

有害鳥獣等捕獲補助事業 1,439 万円

地域おこし協力隊（ジビエ活用促進事業 )　 480 万円

建設課 1,600 万円

道路等維持事業 5,900 万円

教育課

ICT 家庭教育推進補助事業 372 万円

リバイバルトレイル事業 358 万円

学校給食費助成事業 　　　　　　　　 282 万 6 千円

各課の主な事業
総務課

消防団積載車更新事業 1,020 万円

水害保険等加入促進補助事業 200 万円

復興推進課

コミュニティバス運行委託事業 1,600 万円

まちづくり協議会支援業務委託事業          1,000 万円

税務住民課

子ども医療費助成事業 900 万円

保健福祉課

保育所運営支援事業　　　　　　1 億 2,957 万 5 千円

新型コロナウイルスワクチン接種事業   797 万 1 千円

問い合わせ　総務課　総務係　☎（32）1111

基
本
目
標
③

災
害
に
強
く
、
安
全
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
新
た
な
球
磨
村
の
創
造

そ
な
え
　
災
害
に
強
い
む
ら
づ

く
り
に
向
け
た
復
旧
と
備
え

と
述
べ
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
予
算

の
な
か
で
「
今
や
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
こ
と
、そ
う
で
な
い
こ
と
」

を
し
っ
か
り
区
別
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

　
復
旧
復
興
に
か
か
る
予
算
を
最

優
先
と
す
る
た
め
、
経
常
的
・
継

続
的
な
事
業
に
つ
い
て
は
積
算
方

法
の
見
直
し
な
ど
を
行
い
、
経
費

削
減
を
実
施
し
ま
す
。

　
復
興
へ
向
け
て
前
進
す
る
た
め

に
は
、
現
実
を
受
け
止
め
、
こ
の

変
化
に
し
っ
か
り
対
応
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
行
財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
さ
ら
な
る
事
務
事
業
の
効

率
化・適
正
化
に
努
め
、住
民
サ
ー

ビ
ス
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
無

い
よ
う
責
務
を
果
た
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
災
害
か
ら
１
年
８

カ
月
、
復
興
業
務
に
あ
た
り
ま
し

た
が
、
球
磨
村
が
一
丸
と
な
ら
な

け
れ
ば
復
興
は
成
し
遂
げ
ら
れ
ま

せ
ん
。「
住
民
が
安
全
に
安
心
し

て
住
み
続
け
ら
れ
る
球
磨
村
」
の

実
現
を
目
指
し
て
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
な
お
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
球
磨
村
長　
松
谷　
浩
一

最
後
に

3年ぶりに開催された球磨村防災ブロック会議

令和 4 年 施政方針
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　復興計画の５つの取組みの方向性のうち、「１．【くらし】被災者の生活再建」と「５．【そなえ】災害に強いむら
づくりに向けた復旧と備え」の２分野について、復興まちづくり事業として早急に取り組むべき内容を整理した、球
磨村復興まちづくり計画を策定しました。復興まちづくりの推進に向けては、引き続き、村民、行政の協働で進める
必要がありますので、ご協力をよろしくお願いします。

「くらし」と「そなえ」を事業化し、復興を加速化させる――

復興まちづくり計画を策定しました

問い合わせ　復興推進課　企画調整係　☎（32）1114

地域別の復興まちづくり計画（抜粋）

 球磨村 復興まちづくり計画 概要版  
 

１．復興まちづくり計画とは 
 
球磨村復興まちづくり計画は、復興計画の５つの取組みの方向性のうち、早急に対応が必要な、「１．【くら

し】被災者の生活再建」と「５．【そなえ】災害に強いむらづくりに向けた復旧と備え」の２分野について、
復興まちづくり事業として取組むべき内容を整理しています。 
復興まちづくりの推進に向けては、引き続き、村民、行政の協働で進める必要がありますので、ご協力をよ

ろしくお願いします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２．復興まちづくり計画策定の前提条件の整理・基本的な考え方 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

災害に強く、豊かな地域資源を後世に継承し、住民が 
安全に安心して住み続けられる山里『球磨村』の復興 

球磨村復旧・復興基本方針 

球磨村復興計画 

◆基本目標 ◆取組みの方向性 

村民の生活再建 

村を支える産業の再生
と新たな雇用の創出 

災害に強く安全に安心し
て暮らせる新たな球磨村

の創造 

１．【くらし】被災者の生活再建 

２．【きずな】地域コミュニティの再生と 
   脱炭素のむらづくり 

３．【にぎわい】球磨川と共生する村の 
   自然を活かした観光むらづくり 

４．【なりわい】山の暮らしと農林業・商工 
   業の生業（なりわい）再生 

５．【そなえ】災害に強いむらづくりに向け 
   た復旧と備え 

流域治水プロジェ
クトと住まいの再
建の連動 

災害・土砂災害
リスクへの対応 

住民との協議と
意向の把握 

球
磨
村
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画 

流域治水プロジェクトと住まいの再建の連動 
●令和２年７月豪雨時と同規模の水害が発生しても、越水による氾濫防止、家屋の浸水防止など、流域
における浸水被害の軽減を図ります。 

水害・土砂災害リスクへの対応した防災まちづくりの実施 
●流域治水プロジェクト完成までは、依然として浸水リスクがあります。また、想定最大浸水リスクに
対応したまちづくりが必要です。 

住民との協議を踏まえ、住み続けたいと思えるまちづくりの推進 
●住民や行政などが一緒になって話し合う場として「地域別協議会」の協議を踏まえて、宅地整備や地
域の防災拠点や避難路等について話しながら計画策定を進めました。 

渡
地
域
で
は
、右

表
、や
下
図
の
よ
うに
【く
らし
】、
【そ
な
え
】に
か
か
わ
る
事
業
を
進
め
て
い
き
ま

す
。図

中
の
事
業
の
説
明
文
字
の
色
は
、事

業
の
段
階
な
どで
、 現
在
進
行
中
の
事
業
、流
域
治

水
事
業
、検
討
中
・今
後
検
討
す
る
事
業
の
色
別

 
に
示
して
い
ま
す
。 

 な
お
、渡

小
学
校
跡
地
周
辺
等
の
村
有
地
の
活

用
に
つ
い
て
は
、今

後
、村

民
や
民
間
事
業
者
と連

携
しな
が
ら検

討
を
進
め
て
い
く予
定
で
す
。 

 渡
 

【く
ら
し
】 

災
害
公
営
住
宅

 
・総
合
運
動
公
園
遊
具
エ
リア
（

R5
年

7月
入
居
開
始
予
定
）

 
村
有
住
宅

 
・運
動
公
園
芝
生
エ
リア

 
宅
地
整
備
・ 

分
譲

 
・宅
地
整
備
【塚
ノ丸

団
地
】(

R５
年
度
中
の
供
用
開
始
予
定

) 
・宅
地
分
譲
【一
王
子
団
地
】(

R４
年
度
中
の
供
用
開
始
予
定

) 

【そ
な
え
】 

流
域
治
水
の

 
推
進

 
・遊
水
地
（
山
口
・地
下
・今
村
）

 
・引
堤
（
茶
屋
・舟
戸
）

 
防
災
拠
点

 
・総
合
運
動
公
園
で
再
建
予
定
の
学
校
施
設
を
活
用

 

避
難
路

 
・山
口
居
住
～
運
動
公
園

 
・峯
地
区
～
運
動
公
園

 
・小
川
地
区
内
道
路

 
 

宅
地
整
備

 塚
ノ丸

団
地
の
整
備
イ
メ
ー
ジ

 
 

※
 公
営
住
宅
、塚

ノ丸
団
地
の
図
は
、現

時
点
の
整
備
イメ
ー
ジ
図
で
す
。 

渡
地
域

 災
害
公
営
住
宅
の
整
備
イ
メ
ー
ジ

 
 

渡
地
域

 復
興
ま
ち
づ
くり
計
画

 

　復興まちづくり計画は公式ウェブサイトからも
ご覧いただけます。

一勝地地域では、下表や右図のように【くらし】、【そなえ】
にかかわる事業を進めていきます。

一勝地地域で実施予定の事業

【くらし】 災害公営住宅 ・永崎団地隣接地
令和５年５月入居開始予定）

【そなえ】

流域治水の推進
・輪中堤・宅地かさ上げの実施

（中園、田頭、友尻、宮園 芋川、
県事業 、池下、淋、大坂間）

防災拠点
・一時的な避難場所の検討（避難

所が被災した球磨川沿川の各
集落）

一勝地地域 復興まちづくり計画

一勝地地域 災害公営住宅の整備イメージ

神瀬地域で実施予定の事業

【くらし】 公営住宅
・木屋角地区で検討
（令和５年度中 入居開始予定）

【そなえ】

流域治水の
推進

・輪中堤・宅地かさ上げの実施（和田、
堤岩戸、神瀬一区、神瀬二区、木屋角、
上原、箙瀬、伊高瀬、多武除、楮木）

防災拠点 ・上原地区高台の整備
避難路 ・防災拠点までの避難路

神瀬地域では、右表や下図のように【くらし】、【そなえ】にかかわる
事業を進めていきます。

神瀬地域 公営住宅の整備イメージ
神瀬地域 復興まちづくり計画

渡地区で実施予定の事業

【くらし】

災害公営住宅 ・総合運動公園遊具エリア（ ５年７月入居開始予定）
村有住宅 ・総合運動公園芝生エリア

宅地整備・分譲
・山口居住エリア 宅地整備【塚ノ丸団地】 ５年度中 一部供用開始予定
・峯居住エリア 宅地分譲【一王子団地】 ４年度中 供用開始予定

【そなえ】

流域治水の推進
・遊水地（山口・地下・今村）
・引堤（茶屋・舟戸）

防災拠点 ・総合運動公園で再建予定の学校施設を活用

避難路
・山口居住エリア～総合運動公園
・峯地区～総合運動公園
・小川地区内道路

渡地域では、右表、や下図のように【くらし】、【そなえ】にか
かわる事業を進めます。図中の事業の説明文字の色は、事業の段
階などで、現在進行中の事業、流域治水事業、検討中・今後検討
する事業の色別に示しています。

渡地域 復興まちづくり計画

渡地域 災害公営住宅の整備イメージ

宅地整備 塚ノ丸団地の整備イメージ

復興まちづくり計画



１テープカット　２あいさつをする谷
口組合長　３安全祈願祭　４ライト
アップされている鍾乳洞　５ヤマメ
の塩焼きを食べる子ども　６くまモン
ショーを見て手拍子　７司会の樫

かしやま

山結
ゆい

さん　８、９やうちブラザーズは会場
を笑顔にしました　10子ども達によ
るダンスステージ　11当日は気温が
上昇しかき氷が人気でした

球
泉
洞
が
、令
和
２
年
７
月
豪

雨
災
害
か
ら
１
年
９
カ
月

ぶ
り
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

し
、村
内
外
か
ら
多
く
の
来
場
者

が
訪
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、安
全
祈
願
祭
が
行

わ
れ
た
あ
と
、テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が

行
わ
れ
ま
し
た
。運
営
す
る
球
磨

村
森
林
組
合
の
谷た

に
ぐ
ち口

幸ゆ
き
と
し敏

組
合
長

は
、「
土
石
流
で
甚
大
な
被
害
を

受
け
、復
旧
作
業
で
は
２
千
人
あ

ま
り
の
人
に
ご
支
援
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。こ

れ
か
ら
は
、球
磨
・
人
吉
に
再
び

多
く
の
観
光
客
に
来
て
い
た
だ

き
、山
村
地
域
の
活
性
化
を
図
り
、

『
ち
ょ
っ
と
酸
素
濃
い
め
の
い
き

い
き
山
村
く
ま
む
ら
』が
実
現
で

き
る
よ
う
、全
力
で
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。ス
テ
ー
ジ
で
は
、く
ま
モ
ン

シ
ョ
ー
か
ら
始
ま
り
、多
く
の
演

者
が
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、洞
内
は
無
料
開
放
さ
れ
、

入
場
者
は
ひ
ん
や
り
と
し
た
九
州

最
大
の
鍾
乳
洞
を
楽
し
く
体
験
し

て
い
ま
し
た
。

球 泉 洞球 泉 洞
リニューアル
　　　オープン

１ ２ ３

４５６

７

８ ９

10

11

三ヶ浦地域では、下表や右図のように【くらし】、
【そなえ】にかかわる事業を進めていきます。図中の
事業の説明文字の色は、事業の段階などで、流域治水
プロジェクト、検討中・今後検討する事業の色別に示
しています。
三ヶ浦地域で実施予定の事業

【そなえ】

流域治水の推進 ・輪中堤・宅地かさ上げの実施
（鵜口地区）

防災拠点 ・防災拠点の機能強化

避難路 ・県道人吉水俣線の整備

高沢地域では、下表や右図のように【そなえ】にかかわる事業を進めていきます。
図中の事業の説明文字の色は、事業の段階などで、検討中・今後検討する事業として
示しています。

高沢地域で実施予定の事業

【そなえ】
防災拠点 ・防災拠点の機能強化

避難路 ・山江村方面への林道整備

　球磨村復興まちづくり計画の概要をお知らせするため、3 月 21 日から 26
日まで説明会を実施しました。復興まちづくり計画で今後検討することとし
ている事項については、今年度も引き続き地域別協議会を開催していきます。
　なお、復興まちづくり計画は村公式ウェブサイト「アーカイブくまむら」
に掲載しています。

球磨村復興まちづくり計画説明会を行いました

復興まちづくり計画
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令
和
４
年
度
小
中
学
校
入
学
式

　
中
学
校
の
入
学
式
は
４
月
８
日

に
、
小
学
校
は
４
月
11
日
に
行
わ

れ
、
新
入
生
が
期
待
に
胸
を
膨
ら

ま
せ
、
新
た
な
生
活
の
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。
今
年
度
も
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の

た
め
、
出
席
者
全
員
が
マ
ス
ク
を

着
用
し
、
ま
た
出
席
者
を
限
定
し

式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

球
磨
中
学
校
で
は
17
人
が
入

学
。
真
新
し
い
制
服
に
マ
ス
ク

を
つ
け
た
新
入
生
が
少
し
緊
張

し
た
面
持
ち
で
入
場
し
ま
し
た
。

竹た
け
う
ち
　
ま
さ
の
ぶ

内
正
信
校
長
が
「
こ
れ
か
ら
の

学
校
生
活
に
あ
た
り
三
つ
の
こ
と

を
話
し
ま
す
。

　
一
つ
目
は
「O

ne for all,all 
for one

」
一
人
は
み
ん
な
の
た

め
に
、み
ん
な
は
一
人
の
た
め
に
。

皆
さ
ん
一
人
一
人
が
自
分
の
良
さ

を
発
揮
し
な
が
ら
、
そ
し
て
で
き

な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
お
互
い
に
助

け
合
い
な
が
ら
球
磨
中
学
校
の
メ

ン
バ
ー
と
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し

い
。
二
つ
目
は
礼
を
正
し
場
を
清

め
時
を
守
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は

私
た
ち
が
生
活
す
る
う
え
で
当
た

り
前
の
こ
と
で
す
。
当
た
り
前
の

こ
と
が
き
ち
ん
ん
と
で
き
る
球
磨

中
生
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
三
つ
目

は
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
活
気
の
あ
る

球
磨
中
学
校
を
目
指
し
た
学
校
生

活
を
送
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め

に
は
、
お
互
い
の
思
い
や
考
え
を

球
磨
中
は
17
人
が
入
学

　
渡
小
学
校
東ひ

が
し
　
あ
つ
や

篤
哉
校
長
は
「
約

束
し
て
ほ
し
い
こ
と
が
三
つ
あ
り

ま
す
。
一
つ
目
は
、
飛
び
出
し
を

絶
対
に
し
な
い
こ
と
。
一
回
立
ち

止
ま
っ
て
、
周
り
を
見
渡
し
て
く

だ
さ
い
。
命
が
一
番
大
切
で
す
。

二
つ
目
は
、
元
気
な
声
で
あ
い
さ

つ
を
す
る
。
三
つ
目
は
、
み
ん
な

と
仲
良
く
す
る
こ
と
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

渡
小
学
校
は
７
人
が
入
学

１渡小学校は７人が
入学しました　２少
し 緊 張 し て の 入 場　
３一勝地小学校は 14
人 が 入 学 し ま し た　
４村から黄色の帽子
の贈呈が行われ、松
谷村長が一人一人に
被せました

これから新たなスタートです

校長先生の式辞を聞く新入生

　
村
内
小
学
校
の
卒
業
証
書
授
与

式
が
３
月
23
日
、
一
勝
地
小
学

校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
渡
小
7

人
、
一
勝
地
小
11
人
が
思
い
出
が

詰
ま
っ
た
小
学
校
を
巣
立
ち
ま
し

た
。

　
令
和
3
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
学
校

行
事
が
思
う
よ
う
に
行
わ
れ
な
い

中
、
修
学
旅
行
や
渡
小
学
校
の
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式
な
ど
開

催
さ
れ
た
一
つ
一
つ
の
行
事
が
、

卒
業
生
の
か
け
が
え
の
な
い
思
い

出
と
な
り
ま
し
た
。

　
両
校
の
校
長
先
生
か
ら
、
感
謝

の
気
持
ち
を
大
事
に
夢
に
向
か
っ

て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
と
餞

は
な
む
けの

言

葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
門
出
の
詩
で
は
、
卒
業
生
と
在

校
生
が
お
互
い
に
思
い
出
を
語
り

在
校
生
が
贈
り
、
卒
業
生
が
託
す

言
葉
の
掛
け
合
い
に
、
会
場
は
感

動
に
包
ま
れ
、
素
晴
ら
し
い
歌
声

が
体
育
館
に
響
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
先

生
や
保
護
者
へ
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
、
新
た
な
道
へ
旅
立
つ
卒
業

生
は
と
て
も
輝
い
て
い
ま
し
た
。

１門出の詩で感謝の言葉を贈る在校
生（一小）　２「仰げば尊し」を歌う
卒業生（一小）　3在校生に見送ら
れ退場する卒業生（一小）　4門出
の詩で在校生からの贈る言葉を聞く
卒業生（渡小）　5門出の詩で感謝
の言葉を贈る在校生（渡小）　6在
校生に見送られ退場する卒業生（渡小）　　　　

１

２

３

6

５

4

村
内
小
学
校
卒
業
式

一
勝
地
小
学
校
は
14
人
が
入
学

　
一
勝
地
小
学
校
梅う

め
も
と
　
か
ず
た
か

本
和
高
校
長

は「
思
い
や
り
の
心
を
合
言
葉
に
、

み
ん
な
が
楽
し
く
い
き
い
き
と
学

校
生
活
が
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
困
っ
て
い
る
人
が
い
れ
ば

優
し
く
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

新入生代表あいさつをする水
みずしの

篠聖
せ い ら

良さん

理
解
し
た
り
、
伝
え
あ
っ
た
り
す

る
こ
と
、
あ
る
い
は
自
ら
気
づ
き

考
え
行
動
す
る
こ
と
な
ど
が
必
要

と
な
っ
て
き
ま
す
。
職
員
全
員
で

皆
さ
ん
を
し
っ
か
り
応
援
し
て
い

き
ま
す
の
で
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

生
徒
会
長
の
境さ

か
い
め
　
り
ん

目
凜
さ
ん
は

「
球
磨
中
学
校
は
、
伝
統
の
座
礼

が
あ
り
相
手
を
敬
う
、
相
手
を
大

切
に
す
る
と
い
う
座
礼
は
、
球
磨

中
学
校
の
誠
心
で
も
あ
り
誇
り
に

思
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
れ

る
よ
う
頼
れ
る
先
輩
で
あ
れ
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
。
私
た
ち
と
共

に
、
充
実
し
た
中
学
校
生
活
を
過

ご
し
、
こ
の
伝
統
あ
る
球
磨
中
学

校
の
新
た
な
歴
史
を
う
た
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。」
と
歓
迎
の
言
葉

を
言
い
ま
し
た
。

１２

３ ４
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課名 課長・審議員・
課長補佐・主幹 係名 係長以下 再任用職員 任期付職員 会計年度任用職員 派遣職員

総務課

課長	 上蔀　宏

（管財係長事務取扱）	
課長補佐　山口　智幸

総務係

係長	 岩本　紘一
係長	 舟戸　文吾
主査	 野々原　真矢
主査	 日隠　啓知
主事	 岡本　佑也

時短　山口　隆雄
（兼議会事務局書記）

事務補助　　中津　真美
運転手　　　立野　満義         
         　　　立野　誠次

南阿蘇村　後藤　良太

管財係 主事	 槻木　和明 主事	  河野　泰広 事務補助　　今村　和紀 長崎県　　草野　太貴

防災係 係長	 上蔀　準也
管理官　中渡　徹
主事　　坂崎　博憲

復興推進課 課長　友尻　陽介

企画調整係

係長	 内布　偉貴
主査	 地下　翔太
主事	 木屋　ありさ
主事	 永椎　陽南子

主事　	 音山　智史
熊本県　　松本　和夫
熊本県　　山田　一宏
熊本県　　織田　晃輔

山村振興係
係長	 松野　翔吾
主事	 武内　龍也

専門員	 板﨑　雄治 主事　赤池　尚美

協力隊　　　嘉村　真理子
事務員　　　上野　豊美
清掃作業員　大槻　勝男
　　　　　　緒方　俊一
　　　　　　嶽本　薫
　　　　　　大坂間　律子

課付 主事　  吐合　未樹 人吉球磨観光地域づくり協議会派遣

税務住民課
課長　境目　昭博

主幹　高沢　美由紀

税務係

係長	 那良　昌宏
主査	 松野　伊代
主事	 尾方　由里恵
主事　  天野　恭平

専門員　山本　美香 主事	 德永　雄二 佐世保市　宮崎　貴哉

住民保険係

係長	 大坂間　一樹
係長	 牛塚　友紀
主事	 簑田　武洋
主事	 蓑毛   智和

事務補助　　地内　恵

　令和 2 年 7 月豪雨災害からの復旧・復興業務の
効率化及び加速化を図るため、令和 4 年度から組
織の一部を変更しました。係の名称も変更してい
ることからご不便をおかけしますがご理解とご協
力をお願いします。
問い合わせ　総務課総務係　☎（32）1111

村長：松谷　浩一　副村長：門﨑　博幸　教育長：森　佳寛
４月１日現在

令和４年度　球磨村役場職員配置新採職員（4 月 1 日付　任期付職員含む）
渕
ふ ち か み

上　紗
さ き

希（人吉市出身）
保健福祉課　福祉係
これから球磨村のために、
一生懸命頑張っていきた
いと思います。よろしくお
願いします。

椎
し い ば

葉　勇
ゆ う じ

二（あさぎり町出身）
教育課　学校教育係
早く仕事に慣れ、球磨村の
皆さんや子どもたちの豊
かな学びと生活に貢献で
きるよう頑張ります。

音
お と や ま

山　智
と も ふ み

史（宮崎県出身）
復興推進課　企画調整係
東日本大震災の復興支援
の経験を生かし、少しでも
球磨村に貢献できるよう
頑張ります。

伊
い と う

藤　正
ま さ ゆ き

幸（三重県出身）
建設課　管理係
球磨村の復旧・復興の一助
になればと思い４月から
働いています。よろしくお
願いします。
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課名 課長・審議員・
課長補佐・主幹 係名 係長以下 再任用職員 任期付職員 会計年度任用職員 派遣職員

保健福祉課

課長	 大岩　正明

主幹	 淋　真也

（保健予防係長事務取扱）
主幹	 上蔀　美保

福祉係

係長	 永椎　文規
主査	 犬童　翔一郎
主事	 浦野　由紀
主事	 上田　晃輔
主事	 渕上　紗希

主事　上蔀　由美

事務補助　佐々木　美穂
指導員　　永椎　りつ子
　　　　　廣瀨　美保　富樫　睦美
　　　　　木屋　裕子　梅山　夏美
運転手　　中園　和夫

地域包括支援係

係長	 松本　憲吾
主査	 槻木　亜里沙
主事	 中村　はづき
主事	 椎屋　美沙

兼務	 上蔀主事
専門員　　半仁田　尚子
事務補助　日隠　由香理

保健予防係 主事　  福島　央 時短　松村　玲子
事務補助　日隠　茉岐
看護師　　竹本　弘美

産業振興課

課長	 犬童　和成
（農業委員会事務局長兼務）

課長補佐　毎床　貴哉

農林係

係長	 髙沢　健悟
主事	 大無田　卓
主事	 高沢　絵利奈
主事	 竹下　美咲

専門員　戸屋　武文
事務補助　川内　健一
　　　　　友尻　賢二

建設課

課長	 松舟　祐二

（農林土木係長事務取扱）
課長補佐　毎床　公司

（管理係長事務取扱）	
主幹	 淋　辰生

（公共土木係長事務取扱）
主幹	 佐々木　亨

管理係
主事　  中村　晴香
主事　  簑田　琴音

主事　伊藤　正幸 事務補助　大坂間　淳

公共土木係
主査	 大岩　誉
技師	 深水　響

技師　中渡　考之

大阪府	 津田　章
大阪府	 瀧藤　敬介
兵庫県	 藤森　由浩
兵庫県	 西林　恒一
広島県	 岡村　航太

農林土木係
技師	 地下　克愛
技師	 浦野　祐磨

技師	 橋詰　達夫
技師	 河原　光男
技師	 橋本　福馬

愛媛県	 岡田　晃一
愛媛県	 松本　恵太
愛媛県	 髙梨　裕介
広島県	 森川　豪
広島県	 林　雅士

課付 主事	 中村　龍介 熊本県派遣

会計課 課長　假屋　昌子 会計係
係長　  野々原　しおり
主事　  淋　茜

教育課 課長　髙永　幸夫
学校教育係

係長　  伊高　久美子
主査　  蔀　祐太朗

指導主事　椎葉　勇二 事務補助　 簑田　恵 南阿蘇村　渡辺　裕一
多良木町　小田　智子

支援員　　　坂口　晴子　小川　由美　蔀　　明美　境目　優香　高澤　華梨　久保寺睦美　中村　優里
事務補助員　赤星かおる　
給食調理員　永椎　里絵　遠原　智春　糸原　美佳　鵜口喜代美　皆越　麻美
運転手	 　　 内布　茂喜　楮木　哲春　地下　一郎　浦野　健一　毎床　政志　大坂間隆一　那良　貴志　
　　　　  　 大岩　　力　蔀　　　司

社会教育係
係長  　舟戸　光博
主事　  杉本　慧和

主事	 糸原　樹哉 指導員	 　鵜口　みどり

議会事務局 局長　蔵谷　健 （兼）山口　隆雄
監査事務局 書記　蔵谷　健
農業委員会 係職員　木屋　正行 （課長補佐級） 事務補助　山村　亜絵里
選挙管理委員会 書記長：上蔀　宏　書記：山口智幸、岩本紘一、野々原真矢、日隠啓知、岡本佑也

令和４年度　球磨村役場職員配置 
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　渡にある雲泉寺で、4 月 8 日「マダム市川」の愛称
で親しまれている市

い ち か わ

川吉
よ し え

恵さんと、娘の石
い し は ら

原智
と も こ

子さん
が講演を行いました。始めに智子さんが、アロママッ
サージを日常生活に役立てて欲しいと、家庭でできる
施術方法を実演しました。次に吉恵さんが、ナイスエ
イジングとは若づくりではなく、素敵に歳を重ねるこ
とですと参加者に伝えました。実体験を交えた講演に、
参加者は笑顔で溢れ貴重な話に耳を傾けていました。

雲泉寺で市川吉恵さん親子が講演
ナイスエイジングな暮らしの勧め

講演を行う市川さん親子

　令和２年７月豪雨で被災した、渡地区のコンビニエ
ンスストア横にある農地で、色とりどりのチューリッ
プが咲きました。
　これは、昨年 11 月に肥後花市場・花商組合と熊本地
震で被災した益城町赤井地区の住民の皆さんが、被災
した球磨村を元気づけたいと村民と一緒に球根を植え
ていたものです。被災地に力強く咲いたチューリップ
は見た人を勇気づけてくれるようでした。

色鮮やかなチューリップ

　４月６日、令和２年７月豪雨災害で被災した球磨村
森林組合の第二製材加工場の竣工式が、松野地区の現
地で行われました。加工場は、川内川の氾濫や土石流
により工場内の機械や製品などが被害を受け、稼働で
きない状態が続いており、１年９か月の期間を経て再
建しました。谷

た に ぐ ち ゆ き と し

口幸敏組合長はボランティアに来てい
ただいた方々への感謝と、地域経済の復興に向けて一
丸となり取り組んでいきますとあいさつしました。

新たな製材所で地域経済復興へ
球磨村森林組合製材加工場竣工式

再稼働した製材加工場

被災地に力強くチューリップが咲く

　球磨村観光協会は、令和２年７月豪雨災害からの創造
的復興と住民の住まいと生業の再建を目指しており、球
磨川流域の景観の魅力回復を図ろうと清掃活動を行いま
した。球磨川ラフティング協会と協力し、およそ 30 人
が参加しました。参加者は、淋～池下地区周辺の県道及
び河川敷にあるごみや流木を回収しました。同協会は、
今後も継続的に球磨川流域の清掃活動に取り組んでいき
ます。

球磨川流域の観光復興に向けて
球磨川河川敷、県道の清掃活動

ごみや流木の回収を行う参加者

チューリップ被災地支援

令和４年度自治法派遣職員辞令交付式

松谷村長から訓示を受ける派遣職員

　令和２年７月豪雨災害からの早期復興のため、球磨
村には発災当初から、多くの派遣職員に来てもらい、
復興業務に尽力をいただいています。令和４年度も 18
人の派遣職員に辞令が交付されました。九州外では、
大阪府や兵庫県、広島県、愛媛県。九州内では長崎県、
熊本県から一年間球磨村役場での勤務となります。松
谷村長は「少しでも早く職場に慣れ、各部署で球磨村
の復興に尽力いただきたい」と訓示を述べました。

球磨村の早期復興のために

　球磨村防災ブロック会議が４月 12 日、一勝地小体育
館で開催され、各地区からおよそ 150 人の村民が参加
しました。
　防災関係者から、ブロック会議の意義について話し
があった後、気象勉強会があり、各地区ごとに梅雨ま
でに準備すべきことについて話し合い、「自主防災組織
の立ち上げ」や「防災無線機の操作勉強会」、「避難所
の再確認」などがあげられました。

令和４年度球磨村防災ブロック会議
梅雨期に向けてできることは

地区ごとに意見を出し合う村民

球磨村のわだい

森教育長が再任されました
  ３月 31 日で任期満了となっていた教育長に森

も り

佳
よ し ひ ろ

寛さんが
再任されました。村は、３月定例会において教育長の選任
同意を上程し全会一致で議会の同意を得ました。教育長の
任期は４月１日から令和 7 年 3 月 31 日です。

森教育長

「村の復興を担う新たな教育」
　令和２年７月豪雨災害により、長年築き上げられ
てきた村の教育は大きな被害を受け、学校教育や社
会教育に様々な課題をもたらしています。そのよう
な中、学校教育では小中学校９年間の一貫教育を行
う義務教育学校への再編、令和６年度開校に向けて
動き出しているところです。災害というピンチを球
磨村教育の創造的復興のチャンスととらえ、子ども
達の教育のため、そして村の復興の原動力となる教
育再興のために全力で取り組んでいきます。
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工事のため林道を交通規制します

工事名　　川内川災害関連緊急砂防（付替道路）工事 
規制路線　林道大槻大岩線
工事箇所　大岩地区から約 300 ｍ付近
規制期間　４月 18 日㈪～令和５年３月 31 日㈮
規制内容　時間通行止め　
通行規制時間　
①午前 8 時 30 分～午前 10 時　②午前 10 時 30 分～正午
③午後１時～午後３時　④午後３時 30 分～午後５時
その他　熊本県が行う工事です

　工事のため、交通規制を行います。皆さんにはご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。
なお、出水期の降雨などにより、工程に変更が生じる可能性があります。その際は再度お知らせします。

支援金の支給額

区分
基礎支援金 加算支援金 計住宅の被害程度 住宅の再建方法
① ② ①＋②

複数世帯
（世帯の構成員

が複数）

全壊世帯
解体世帯

100 万円
建設・購入 200 万円 300 万円

補修 100 万円 200 万円
民間賃貸 50 万円 150 万円

大規模半壊
世帯

50 万円
建設・購入 200 万円 250 万円

補修 100 万円 150 万円
民間賃貸 50 万円 100 万円

中規模半壊
世帯

ー
建設・購入 100 万円 100 万円

補修 50 万円 50 万円
民間賃貸 25 万円 25 万円

単数世帯
（世帯の構成員

が単数）

全壊世帯
解体世帯

75 万円
建設・購入 150 万円 225 万円

補修 75 万円 150 万円
民間賃貸 37.5 万円 112.5 万円

大規模半壊
世帯

37.5 万円
建設・購入 150 万円 187.5 万円

補修 75 万円 112.5 万円
民間賃貸 37.5 万円 75 万円

中規模半壊
世帯

ー
建設・購入 75 万円 75 万円

補修 37.5 万円 37.5 万円
民間賃貸 18.75 万円 18.75 万円

※住宅が「半壊」または「大規模半壊」のり災証明を受け、やむを得ない理由により住宅を解体した場合には、「解体世帯」
として、「全壊世帯」と同等の支援が受けられます。

工事名　　林道椎屋線（外１路線）道路災害復旧工事 
　　　　　（令和２年７月災）
規制路線　林道椎屋線（椎屋地区～国道219号線）
工事箇所　金橋商会採石場から約400ｍ下流１カ所
　　　　　椎屋地区から約600ｍ下流　１カ所
規制期間　５月９日㈪～10月28日㈮
規制内容　終日全面通行止め（車両通行不可）
迂 回 路　 村道岡線

工事名　　林道川島大岩線道路災害復旧工事
　　　　　（令和２年７月災）
規制路線　林道川島大岩線（楮木地区～川島地区）
工事箇所　川島地区から約１km 下流付近　５カ所
規制期間　４月 11 日㈪～令和５年３月 31 日㈮
規制内容　終日全面通行止め（車両通行不可）
迂 回 路　 林道滝平線、林道大槻大岩線

問い合わせ　建設課　農林土木係　☎（32）1116

問い合わせ　保健福祉課　福祉係　☎（32）1112

　令和２年７月豪雨により住宅が全壊または大規模半壊の被害を受けられた世帯及び中規模半壊の認定を受けた世帯
に生活再建の支援金を支給しています。申請には期限がありますので、まだお済でない人は早めにご申請ください。
対象者
1. 居住する住宅が「全壊」の、り災証明書を受けた世帯
2. 居住する住宅が「大規模半壊」の、り災証明書を受けた世帯
3. 居住する住宅が「半壊」「大規模半壊」の被害を受け、当該住宅の補修費等が著しく高額となることなどのやむを
　得ない事由により、解体をした世帯
4. 居住する住宅の敷地被害が認められ、その住宅を倒壊の恐れなどやむを得ない事由で解体をした世帯 ( 全壊扱い )　　　
　支給額は、以下の 2 つの支援金の合計額となります。
1. 住宅の被害程度に応じて支給する支援金 ( 基礎支援金 )
2. 住宅の再建方法に応じて支給する支援金 ( 加算支援金 )

申請期限　 　　加算支援金　令和５年８月３日㈭

被災者生活再建支援金の申請はお済みですか

球磨川水系河川整備計画策定に伴う意見募集
　国土交通省九州地方整備局八代河川国道事務所と熊本県では、球磨川の今後おおむね 30 年間の具体
的な河川整備の目標や内容を示す「球磨川水系河川整備計画」の原案を公表しました。
　球磨川水系河川整備計画の策定にあたり、関係住民の皆様のご意見を伺うため、下記のとおり球磨川
水系河川整備計画（原案）に関する意見を募集しています。率直なご意見をお聞かせください。

閲覧場所   球磨村役場　建設課窓口
閲覧時間　午前 8 時 30 分 ～ 午後５時 15 分（土日祝日を除く）
閲覧期限　5 月 6 日㈮
意見提出期限　５月６日㈮　午後 5 時　建設課窓口に設置の意見箱に投函するか郵送ください。
八代河川国道事務所及び熊本県のホームページでも閲覧可能です。
計画（原案）のほか、概要パンフレット、説明動画も公表しています。
八代河川国道事務所ホームページか熊本県ホームページでもご確認できます。

八代河川国道事務所ホームページ 熊本県ホームページ

問い合わせ　国土交通省　九州地方整備局　八代河川国道事務所　☎0965（32）4135
　   　　　　　　　　熊本県　土木部　河川港湾局　河川課　☎096（333）2507
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お
知
ら
せ

　
政
府
は
、
令
和
３
年
４
月
か
ら
若
年
層
の

性
被
害
に
関
す
る
問
題
を
広
報
啓
発
す
る

の
に
適
し
た
毎
年
入
学
・
進
学
時
期
で
あ
る

４
月
を「
若
年
層
の
性
暴
力
被
害
予
防
月
間
」

と
し
て
い
ま
す
。

　
Ａ
Ｖ
出
演
強
要
、
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
、
深
刻

化
し
て
い
る
レ
イ
プ
ド
ラ
ッ
グ
の
問
題
、
酩

酊
状
態
に
乗
じ
た
性
的
行
為
の
問
題
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
利
用
に
起
因
す
る
性
被
害
、
セ
ク
シ
ャ
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、痴
漢
な
ど
、若
年
層
の
様
々

な
性
暴
力
被
害
の
予
防
啓
発
や
性
暴
力
被
害

に
関
す
る
相
談
先
の
周
知
、
周
り
か
ら
の
声

掛
け
の
必
要
性
な
ど
の
啓
発
を
行
う
ほ
か
、

若
年
層
が
性
暴
力
の
加
害
者
、
被
害
者
、
傍

観
者
に
な
ら
な
い
こ
と
の
啓
発
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
４
月
１
日
か
ら
民
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
よ
っ
て
、
成
年
年
齢

が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
下
げ
ら
れ
、
18
歳
に

な
る
と
一
人
で
有
効
な
契
約
を
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
未
成
年
者
取
り
消
し
が
で
き

な
く
な
る
た
め
、
Ａ
Ｖ
出
演
強
要
及
び
Ｊ
Ｋ

ビ
ジ
ネ
ス
問
題
な
ど
、
若
年
層
の
性
暴
力
被

害
の
深
刻
化
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
性
暴
力
な
ど
の
悩
み
や
不
安
が
あ
る
人
は

各
相
談
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
の
た
め
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー（
内
閣
府
）

☎
♯
８
８
９
１

性
犯
罪
被
害
相
談
電
話（
警
察
）

☎
♯
８
１
０
３

　
災
害
弔
慰
金
に
つ
い
て
は
、
災
害
に
よ
る

直
接
的
被
害
で
死
亡
さ
れ
た
人
と
、
そ
の
後

の
避
難
生
活
で
の
体
調
悪
化
な
ど
、
間
接
的

な
原
因
で
死
亡（
災
害
関
連
死
）
さ
れ
た
人

の
ご
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
災
害
関
連
死
に
つ
い
て
は
、
ご
遺
族
か
ら

の
聞
き
取
り
な
ど
詳
細
な
調
査
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
災
害
関
連
死
と
思
わ
れ
る
ご

遺
族
の
人
は
事
前
連
絡
の
う
え
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※
災
害
関
連
死
の
認
定
に
は
か
な
り
の
時
間

を
要
し
ま
す
。

　
休
日
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
業

務
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
申
請
に
関
す
る
相

談
も
受
け
付
け
ま
す
。

　
窓
口
が
混
雑
し
て
い
る
場
合
は
、
お
待
ち

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

期
日　
5
月
29
日（
日
）

時
間　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

場
所　
役
場
2
階　
税
務
住
民
課

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
の
際
に
、「
通

知
カ
ー
ド
」
の
返
納
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
ほ
か
、
交
付
を
お
知
ら
せ
し
た
ハ
ガ

キ
を
よ
く
お
読
み
い
た
だ
き
、
必
要
書
類
を

ご
確
認
の
う
え
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
税
務
住
民
課　
住
民
保
険
係

☎（
３
２
）
１
１
１
３　
　
　
　
　

若
年
層
の
性
暴
力
被
害
予
防
月
間

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
交
付

　
４
月
１
日
現
在
で
自
動
車
を
所
有
し
て
い

る
人
へ
、
自
動
車
税（
種
別
割
）
の
納
税
通

知
書
が
５
月
初
め
に
熊
本
県
か
ら
送
付
さ
れ

ま
す
。

　
納
期
限
の
５
月
31
日
㈫
ま
で
に
、
お
近
く

の
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

熊
本
県
の
各
広
域
本
部
、各
地
域
振
興
局（
鹿

本
に
つ
い
て
は
山
鹿
市
役
所
）、
自
動
車
税

事
務
所
で
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
よ
る
納
付
も
可
能
で
す
。

問
い
合
わ
せ

熊
本
県
県
南
広
域
本
部　
収
税
課	

☎
０
９
６
５（
３
３
）２
１
８
４

熊
本
県
自
動
車
税
事
務
所　

☎
０
９
６（
３
６
８
）４
０
２
０

自
動
車
税（
種
別
割
）

　
４
月
１
日
か
ら
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
申
し
込

み
が
役
場
で
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
と
は
、　

外
見
か
ら
は
分

か
ら
な
く
て
も
援
助
を
必
要
と
し
て
い
る
人

が
、
周
囲
の
人
に
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る

こ
と
を
知
ら
せ
る
こ
と
で
、
援
助
を
得
や
す

く
な
る
よ
う
に
作
成
さ
れ
た
マ
ー
ク
で
す
。

義
足
や
人
工
関
節
を
使
用
し
て
い
る
人
、
内

部
障
が
い
や
難
病
な
ど
の
人
（
手
帳
な
ど
の

有
無
は
問
い
ま
せ
ん
）、
妊
娠
初
期
の
人
な

ど
、
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
人
に
交
付
し

て
い
ま
す
。

　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
見
か
け
た
ら
、
思
い
や

り
の
あ
る
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課
福
祉
係
☎（
３
２
）
１
１
１
２

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
申
し
込
み

ヘルプマーク

災
害
弔
慰
金
の
支
給

　

特
定
健
診
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
に
着
目
し
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
や

重
症
化
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
健
診
で
す
。

　
20
歳
以
上
の
国
保
被
保
険
者
を
対
象
と
し

て
い
ま
す
。

　
１
年
に
１
度
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

集
団
健
診
（
車
健
診
）　
８
月
下
旬
予
定

個
別
健
診
（
人
吉
市
医
療
機
関
）

９
月
１
日
㈭
～
12
月
28
日
㈬

個
別
健
診
（
球
磨
村
診
療
所
）

９
月
１
日
㈭
～
令
和
５
年
１
月
31
日
㈫

提
出
方
法　

〇
同
封
し
て
あ
る
返
信
用
封
筒
に
世
帯
分
を

入
れ
ポ
ス
ト
に
投
函

〇
保
健
福
祉
課
へ
直
接
提
出

※
健
診
を
受
診
し
な
い
人
も
「
申
し
込
ま
な

い
」に
印
を
入
れ
全
員
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

〇
４
月
下
旬
に
調
査
票
を
発
送
し
て
い
ま

す
。
世
帯
分
を
ま
と
め
て
い
ま
す
の
で
必
ず

中
身
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〇
特
定
健
診
、
後
期
高
齢
者
健
診
、
若
者
健

診
は
、
体
全
体
の
健
康
状
態
を
血
液
や
尿
か

ら
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
で
す
。
治
療
中
の
定

期
検
査
と
は
検
査
項
目
が
異
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
治
療
中
の
人
も
年
に
１
回
の
全
身
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　
保
健
福
祉
課
保
健
予
防
係　

☎(

３
２)

１
１
３
９

住
民
健
診
の
申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す

生活関連
情報の窓口

認
定
さ
れ
た
場
合　

受
給
者　
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母　
　
　
　

※
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
場
合　
兄
弟
姉

妹（
死
亡
当
時
に
同
居
又
は
生
計
同
一
の
場

合
に
限
る
）

支
給
額

生
計
維
持
者
の
場
合　
５
０
０
万
円

そ
の
他
の
場
合　
　
　
２
５
０
万
円

問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課
福
祉
係　
☎（
３
２
）１
１
１
２

　九州旅客鉄道株式会社が令和２年７月豪雨の影響により運転を見合わせている肥薩線・八代駅～
坂本駅間、一勝地駅～人吉駅間において、 タクシー車両で輸送しています。
〇同区間を含む定期乗車券、普通乗車券でご利用できます。
〇道路状況等により到着が遅れることがあります。 また列車への接続は行いません 。
〇 荒天等により、 予告なく運行を見合わせる場合があります。また安全確保のため出発地まで引き
返す場合もございますので、予めご了承ください 。
〇タクシー は定員制のためご乗車いただけない場合があります。ご了承下さい。
〇ご乗車中は、マスクの着用や咳エチケットにご協力をお願いいたします。
〇詳細の時刻については駅や九州旅客鉄道株式会社熊本支社ホームページなどでお知らせします。

タクシー輸送時刻表【平日のみ】

問い合わせ　九州旅客鉄道株式会社熊本支社　総務企画課　☎ 096(324)4303

駅名 乗降場所 上り

人吉発 人吉駅前 午前 6 時 15 分 午後５時 30 分

渡　発 渡駅前 午前 6 時 30 分 午後５時 45 分

一勝地着 一勝地駅前 午前 6 時 45 分 午後６時 00 分

駅名 乗降場 下り

一勝地発 一勝地駅前 午前 6 時 50 分 午後６時 05 分

渡発 渡駅前 午前 7 時 05 分 午後６時 20 分

人吉着 人吉駅前 午前 7 時 20 分 午後６時 35 分

【人吉～一勝地間】

九州旅客鉄道株式会
社ホームページ
「肥薩線タクシー輸送
のご案内について」
QRコード

肥薩線タクシー輸送をご利用ください
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地区 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

運動公園
仮設団地

10:45 ～ 12:00
Ｇコープ

14:30 ～ 15:00
常笑

9:00 ～ 11:00
山村活性化協会

島田 16:45　常笑

境目 13:30 Ｇコープ

立野 14:00 Ｇコープ

糸原 14:30 Ｇコープ

水篠 15:00 Ｇコープ

椎屋 15:30 常笑

岡 16:00 常笑

中園 16:15 常笑

板崎 16:25 常笑

那良 那良口 11:00 さんがうら

松谷 11:30 さんがうら

毎床 11:30 さんがうら

俣口 12:10 さんがうら

遠原 12:50 さんがうら

茂田 13:15 さんがうら

大久保 11:00 さんがうら

大無田 11:20 さんがうら

千津 12:10 さんがうら

八久保 12:30 さんがうら

鵜口 13:00 さんがうら

日隠 13:40 Ｇコープ

中渡 13:30 Ｇコープ

岳本 13:15 Ｇコープ

野々原 11:05 Ｇコープ

中屋 12:00 Ｇコープ

吐合 11:45 Ｇコープ

■時刻は到着の目安です。また予告なくスケジュールを変更する場合があります。
■台風や大雨等により予告なく販売を中止する場合があります。

地区 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

中津 11:40 Ｇコープ
黄檗 11:20 Ｇコープ
田代 11:45 Ｇコープ
松舟 12:00 Ｇコープ
柳詰 11:35 Ｇコープ
宮園 11:20 Ｇコープ
池下
大坂間 10:30 山村活性化協会
告 11:15 山村活性化協会
蔵谷 12:50 山村活性化協会
横井 12:00 山村活性化協会
高沢 13:00 山村活性化協会
沢見 13:30 山村活性化協会

日当  大岩 13:35 Ｇコープ
四蔵  永椎 14:00 Ｇコープ
松野 14:10 Ｇコープ
上原 13:45 Ｇコープ

神瀬多目的
集会施設周辺 14:15 Ｇコープ

蔀 14:40 Ｇコープ
松本 10:35 Ｇコープ
友尻 10:50 Ｇコープ

大瀬 10:50 Ｇコープ
14:00 山村活性化協会

事業者名（敬称略）（順不同） 表中での略称 取り扱い商品

田舎の体験交流館さんがうら
担当：小川☎（32）0443 さんがうら 弁当・惣菜、パン、日用品

（一社）くまむら山村活性化協会
担当：大無田☎（32）0170 山村活性化協会 野菜、卵、パン、保存食料（缶詰・調味料等）、菓子類、

日用品

グリーンコープ生協くまもと
（八代市）

担当：橋本☎ 080-2780-8806
G コープ

弁当・惣菜、肉・魚、野菜・果物、卵・乳製品、
冷凍食品、パン、保存食料（缶詰・調味料等）、
菓子類

株式会社常
じょうしょう

笑（湯前町）
担当：石神☎ 080-2693-2687 常笑

肉（注文制）、パン（注文制）、保存食料（缶詰・調味
料等）（注文制）、菓子類（注文制）、日用品（注文制 )、
野菜・果物
※野菜・果物以外の商品は注文制となります。

問い合わせ　復興推進課　山村振興係　☎（32）1114

※移動販売わいえふ及び移動販売よんなっせは、諸事情により休止となります。ご理解ご協力のほどよろしくお願いい
たします。
※荒天等により村内に警報が発令された場合には、全事業者移動販売を休止いたします。ご了承ください。

村内移動販売　スケジュール



■ 業務内容
①相談対応
　介護や福祉、医療等、さまざまな相談を受け、
訪問したり、必要なサービスにつなげます。
②権利擁護
　判断力が低くなった人に対して成年後見制度の
活用をサポートしたり、高齢者虐待の予防や発生
時の対応等を行います。
③介護予防ケアマネジメント
　介護認定で軽度の認定を受けた方のケアプラン
を作成し、状態が悪化しないよう支援を行います。
④関係機関との連携
　介護事業所や病院等との連携や、地域のケアマ
ネージャーの支援を行います。

　高齢者を支える相談窓口です。どこに相談してい
いかわからない場合も、気軽にご相談ください。

■ 豪雨災害に関する無料法律相談会
　被災した自宅の改修や住宅ローン等、災害に関
する相談を受け付けています。
日時　６月 16 日㈭・８月 18 日㈭・10 月 20 日㈭・
         12 月 15 日㈭・２月 16 日㈭  
場所　渡グラウンド仮設団地内みんなの家

開催日 場所 お問い合せ先

19 日㈭ 錦町保健センター
錦町　住民福祉課

（38）1112
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問い合わせ　保健福祉課　地域包括支援係　
　　　　　　☎（32）1112

■ 地域包括支援センターとは ■ 18歳・19歳の消費者トラブルについて
　4 月から成人年齢が引き下げられ、18 歳から成人
となります。成人になると様々な契約を自分ひとり
でできるようになりますが、これに伴い 18 歳・19
歳の消費者トラブルの増加が予想されます。
　未成年の場合「未成年取消権（未成年者が親の同
意なしに結んだ契約を取り消すことができる権利）」
により保護されていますが、成人になるとその保護
の対象から外れます。そのため、社会経験が少なく、
契約を一方的に取り消す事ができない成人なりたて
の人は消費者トラブルに遭いやすく、また、悪質商
法に狙われやすいのです。

こんなトラブルに注意しましょう！
①定期購入
　動画投稿サイトの広告を見て、お試し価格の数百
円のサプリを購入。1 回きりと思っていたら頼んだ
覚えのない 2 回目の商品が届いた。確認すると、支
払い総額が高額な定期購入になっていた。
②美容関係
　エステの無料体験を受けた後、有料のエステの勧誘を
受け、断りきれずに高額なコースを契約してしまった。

トラブルに遭わないためには？
①契約内容をしっかり確認する
　契約する前によく考え、不安なときは周りの人に
相談しましょう。
②借金を勧める事業所は信用しない
　安易に消費者金融から借り入れを勧める業者の勧誘
は断り、支払いは自分の無理のないようにしましょう。
もしトラブルに遭ったら？
　クーリングオフや消費者契約法等、消費者を守る
ためのルールを知りましょう。お住まいの自治体窓
口や消費生活センターに相談しましょう。困ったと
きは消費者ホットライン（局番なしの「188」） ■狂犬病の現状

　狂犬病は、現在も世界で毎年５万人以上の人が亡くなっており、これは球磨郡の人口とほぼ同じです。発症すれば
ほぼ 100％死亡し、現在治療方法はありません。日本では昭和 32 年以降狂犬病の発生は確認されていませんが、国
境を越えた人や物の流通が盛んな現代では、日本に狂犬病が侵入する危険性は常に存在します。感染拡大を防止する
ため、犬の登録・狂犬病予防接種は必ず行いましょう。

問い合わせ　税務住民課  住民保険係　☎ (32)1113

令和４年度　狂犬病予防注射の日程

　〈　午　前　〉	
  8:50 ～ 鵜口入口
  9:00 ～ 大無田消防詰所前
  9:05 ～ 大無田沖鶴線交差点
  9:20 ～ 大久保
  9:30 ～ 松谷消防詰所
  9:40 ～ 那良公民館
  9:55 ～ 毎床記念碑前
10:25 ～ 遠原公民館
10:55 ～ 友尻バス停

　〈　午　後　〉	
  1:05 ～ 一勝地小学校体育館
  1:20 ～ 田代公民館
  1:35 ～ ふれあい球里橋
  1:40 ～ 野々原 NTT 中継所
  1:50 ～ 中屋公民館
  1:55 ～ 吐合学習ｾﾝﾀｰ
  2:10 ～ 黄檗公民館
  2:30 ～ 日隠学習ｾﾝﾀｰ
  2:40 ～ 岳本公民館
  2:50 ～ 黒白バス停

５月23日（月）

　〈　午　前　〉	
  8:45 ～ 大坂間御堂前
  9:00 ～ 淋ｽｸｰﾙﾊﾞｽ停
  9:05 ～ 池下
  9:15 ～ 田頭公民館前
  9:25 ～ 小谷旧ドライブイン
  9:35 ～ 大瀬公民館
  9:50 ～ 蔀公民館
  9:55 ～ 和田
10:05 ～ 神瀬多目的跡地
10:10 ～ 上原公民館

　〈　午　後　〉	
  1:25 ～ 伊高瀬
  1:50 ～ 松野
  2:00 ～ 四蔵
  2:10 ～ 日当橋
 2 :45 ～ 川島 ( 中道 )

５月25日（水）

　〈　午　前　〉	
  8:40 ～ 馬場公民館
  9:20 ～ 椎屋公民館
  9:35 ～ 岡 ( 椎葉 ) 村道終点
  9:45 ～ 中園丸尾橋
  9:55 ～ 浦野
10:35 ～ 高沢御堂前

　〈　午　後　〉	
  1:10 ～ 渡多目的跡地
  1:30 ～ 島田 NTT 中継所
  1:40 ～ 水篠
  1:50 ～ 立野ｽｸｰﾙﾊﾞｽ停
  2:05 ～ 峯公民館
  2:15 ～ 運動公園駐車場 
                （仮設店舗裏）
  2:45 ～ 栗林踏切付近
  2:55 ～ 内布ｽｸｰﾙﾊﾞｽ停
  3:30 ～ 大王原公園仮設団地

５月24日（火）

■狂犬病予防注射での注意点■狂犬病予防注射での注意点
①予防接種の可否は自分で判断せず、必ず獣医師へ判断してもらってください。注射を行う獣医師へ判断してもらっ①予防接種の可否は自分で判断せず、必ず獣医師へ判断してもらってください。注射を行う獣医師へ判断してもらっ
　ても構いません。　ても構いません。
②狂犬病予防注射票と問診票を必ず持参してください。犬の登録が済んでいる人に対し、注射票と問診票は別途送付　　②狂犬病予防注射票と問診票を必ず持参してください。犬の登録が済んでいる人に対し、注射票と問診票は別途送付　　
　します。　します。
③注射の際、飼い犬を抑えられない人が見受けられますので、日頃から犬の世話をしている人が連れてきてください。③注射の際、飼い犬を抑えられない人が見受けられますので、日頃から犬の世話をしている人が連れてきてください。

狂犬病予防接種は飼い主の義務です！

※当日の道路規制状況により、時間帯・集合場所が変更になる場合があります

■ 心配ごと無料法律相談会
　相続・借金・家庭問題など内容問わず、お悩み
がありましたら気軽にご相談ください。
時間　午後１時～午後３時

（人吉市開催時のみ午前 10 時～午後３時）

球磨村で介護サービスにかかった給付費
令和４年３月：４, ４８５万８, ０２９円
前年の３月：４, １１５万３, ４７２円

（熊本県国民健康保険団体連合会業務統計表より）
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☀陽だまりサロン
　３月は新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、活動を
セーブしつつ、ゆっくりと過ごしました。
４月からは、おもちゃ作りやソーイングなど、作り物を中心
に計画しています！ぜひ、ご参加ください♪

☀球磨村地域子育て支援センター「陽だまり」のご紹介☀

「陽だまり」では、子育て親子の交流の場、相談、子育てに関する情
報提供、講習などを行っています。子育てに優しい球磨村で、みん
なで楽しく笑顔で子育てをしていきましょう！
開設時間　月曜日から金曜日　午前８時から午後５時
　　　　　　　　　　土曜日　午前８時から午後１時

※新型コロナウイルス感染症対策など
の都合により変更する場合があります。
ご了承ください。

11 日㈬　陽だまりサロン
14 日㈯　りんごの木サークル
18 日㈬　陽だまりサロン　
25 日㈬　陽だまりサロン

手形アート・春
　今回は、アクリルの写真立てに事前にとった手形を重ねて、
手形に合わせて花びらシールを貼り、可愛い作品を作りまし
た♪おうちで写真も差し込んでもらい、ステキに仕上がりま
した (*^^*)

スクラップブック作り
　１年間の振り返り&思い出の写真を１枚のスクラップに
しました♪こんなに小さかったんだね～と懐かしみながら、
楽しく作りました！成長の記録として飾れる作品に仕上がり
ました。

100 かいだてのいえ
作：いわいとしお
出版社：偕成社
「ぼくは 100階だてのいえ
のてっぺんにすんでいま
す。あそびにきてください」
トチ君がお手紙をもらい、
遊びに行くお話。10 階ご
とに違う動物が住んでいて
…親子で一緒に 10までの
数を数えられたり、生活の
様子を観察出来たりと、楽
しく読める１冊です♪

わたしのワンピース
作：西巻茅子
出版社：こぐま社
春と言えば…の１冊！うさ
ぎさんがワンピースを作る
お話。「わたしににあうか
しら？」という言葉の繰り
返しとともに、様々な柄の
ワンピースが出てきて次の
展開を楽しみながら読める
お話です♪

☀陽だまりサロン今月のおすすめ絵本♪
　じっくりと見て楽しい絵本を選びました。ぜ
ひ親子で読んでみてください！

☀陽だまり
A place where the sun hits 　球磨村地域子育て支援センター〝　陽だまり　〟

　　〒 869-6401 球磨郡球磨村大字渡乙 763 番地
　　　　　　　　　　　　　　　　　（渡保育園内）
　　☎ (33)0125　FAX(33)0173

広報くまむら「陽だまり」ページと、渡保育園ホー
ムページで活動写真や陽だまりサロンの活動予定
を掲載をしています。ぜひご覧ください♪
ホームページ　http://www.kmbb.jp/watari/

５月行事予定

球
磨
村
社
会
福
祉
協
議
会
問
い
合
わ
せ　
☎（
３
２
）０
０
２
２

■寄せられた善意
【香典返し（３月）】
ご遺族の方々に心より哀悼の意を表し故人のご冥福を
お祈り申し上げます。
越替　順子　様（故小川七郎様）
大岩　美智江様（故大岩精一様）
中園　　博　様（故中園キミ子様）
小川　孝徳　様（故小川豊喜様）
川島　都子　様（故川島義宏様）
毎床　信子　様（故毎床恵一様）
中津　幸子　様（故中津新一様）
皆様のご厚意に深く感謝申し上げますとともに、地
域福祉の推進のため大切に使わせていただきます。

　
家
庭
介
護
教
室
は
、
自
宅
で
家
族
の
介
護
を

さ
れ
て
い
る
人
、
ま
た
は
認
知
症
な
ど
介
護
に

関
心
の
あ
る
人
を
対
象
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
第
１
回
目
は
、
３
月
11
日
に
認
知
症
へ
の
理

解
や
接
し
方
な
ど
の
基
本
的
知
識
を
学
び
、
介

護
者
同
士
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
開
催
し
ま

し
た
。
講
師
は
、人
吉
市
内
に
事
業
所
を
置
く
、

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
３rdhand
（
サ
ー

ド
ハ
ン
ド
）
よ
り
５
人
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。「
認
知
症
予
防
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
、
認
知
症
の
症
状
、
種
類
、
原
因
、
予
防
に

つ
い
て
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
後
、

認
知
症
予
防
体
操
の
実
践
で
手
足
や
体
全
体
を

使
っ
た
体
操
を
参
加
者
全
員
で
行
い
、
看
護
師

に
よ
る
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
体
験
も
あ
り
ま

し
た
。
第
２
回
目
は
、
３
月
24
日
に
球
磨
村
診

療
所
の
橋は

し
ぐ
ち口
治お

さ
む

医
師
を
講
師
と
し
て
迎
え
、
医

療
、
介
護
、
行
政
と
の
情
報
共
有
の
シ
ス
テ
ム

「
く
ま
も
と
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に

つ
い
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

家
族
介
護
教
室
を
行
い
ま
し
た

防
災
管
理
官
に
よ
る
防
災
講
話

に
つ
い
て

　　
防
災
管
理
官
と
し
て
球
磨
村
で

勤
務
し
始
め
て
か
ら
５
年
が
経
過

し
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
防
災
管
理
官
が
実
施

す
る
防
災
講
話
は
、
令
和
４
年
３

月
31
日
現
在
、
61
回
で
あ
り
、
そ

の
う
ち
、
集
落
に
出
向
い
て
実
施

す
る
防
災
教
育
は
49
回
で
す
。

　
最
近
は
、
国
土
交
通
省
、
気
象

庁
、
河
川
情
報
セ
ン
タ
ー
、
長
崎

県
及
び
長
崎
市
な
ど
か
ら
の
依
頼

を
受
け
て
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨

災
害
に
伴
う
球
磨
村
役
場
の
初
動

対
応
等
に
関
す
る
講
話
を
優
先
さ

せ
て
お
り
ま
し
た
が
、
令
和
４
年

度
か
ら
は
、
集
落
に
出
向
い
て
実

施
す
る
防
災
講
話
も
本
格
的
に
再

開
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。　

30
分
程
度
時
間
を
い
た
だ
き
、
公

民
館
な
ど
を
お
借
り
し
て
、
防
災

に
関
す
る
講
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
講
話
の
内
容
は
、
令
和
２
年
７

月
豪
雨
災
害
の
振
り
返
り
、
自
主

防
災
組
織
の
立
上
げ
、
集
落
の
災

害
特
性
な
ど
、
調
整
に
応
じ
て

様
々
で
す
。

  

　
集
落
に
出
向
き
、
住
民
の
皆
さ

ん
と
お
話
し
す
る
こ
と
に
よ
り
集

落
の
実
情
を
把
握
す
る
こ
と
は
、

防
災
施
策
（
ソ
フ
ト
対
策
）
を
推

進
す
る
う
え
で
不
可
欠
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
声
を

か
け
て
み
て
下
さ
い
。

（
参
考
）
自
主
防
災
組
織
と
は

　
球
磨
村
自
主
防
災
活
動
支
援
事

業
実
施
要
項
に
基
づ
き
、
提
出
さ

れ
た
地
区
防
災
計
画
及
び
日
頃
の

防
災
活
動
等
を
審
査
し
、
球
磨
村

長
が
自
主
防
災
組
織
と
し
て
認
可

し
た
組
織
。

令
和
４
年
４
月
１
日
現
在
の
設
立

状
況　
14
地
区

問
い
合
わ
せ
球
磨
村
役
場
総
務
課

防
災
係
長　
上
蔀

中
渡
防
災
管
理
官

☎（
３
２
）１
１
３
８

防災講話の様子

認知症予防体操の実施

橋口医師による講話

◆オレンジカフェゆったり
介護の話しを聞いて欲しい、誰か
に相談したいなど、悩みごとの相
談や情報交換、息抜きなどをお
茶しながら気軽に話しませんか。
日時　令和４年５月19 日㈭
　　　午前 10 時〜正午　　
場所　一勝地駅待合室
※新型コロナウイルスの感染状況
で中止になる場合があります。

この上り旗が目印です。
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こころの相談　
問い合わせ　①人吉保健所　保健予防課　☎（22）3107
　　　　　　②保健福祉課　地域包括支援係　☎（32）1112
相談受 場所 日　程 相談時間

医師
人吉保健所 12 日㈭ 午後２時～

午後３時（要予約）多良木町多目的研修センター
（１階中会議室）

27 日㈮

年金相談会　　
問い合わせ　八代年金事務所　☎0965（35）6123

場　所 日　程

人吉市東西コミュニティセンター
2 日㈪・9 日㈪・16 日㈪・23 日㈪
・30 日㈪

錦町社会福祉協議会 11 日㈬・25 日㈬

多良木町役場（町民相談室）18 日㈬

予約受付時間　午前９時～午後５時（３日前までに要予約）

乳幼児健診
問い合わせ　保健福祉課　保健予防係　☎（32）1139
●こども歯科健診・フッ素塗布
対象者 対象者 日 程
1 歳 1 歳半健診で実施

19 日㈭
2 歳
3 歳 令和元年８月 1 日～令和元年 11 月 30 日　生
4 歳 3 歳半健診で実施
5 歳 平成 29 年 4 月 1 日～平成 29 年 7 月 31 日　生

場所　さくらドーム仮設団地内　みんなの家
受付時間　午後１時 15 分～　
内容　歯科健診及びフッ素塗布

球磨村診療所の大型連休中の診療状況　
問い合わせ　球磨村診療所　☎（32）0377
４月 29日㈮　　　　午前 8 時 30 分～午後５時
4 月 30日㈯　　　　午後休診
5 月１日㈰～ 5日㈭　休診
5 月６日㈮　　　　　通常
診察時間（通常）●月曜日～金曜日　午前８時 30 分～午後５時 30 分　　　

●土曜日　午前８時 30 分～正午　休診日　●日曜日・毎月第１・３月曜日

相談・休日在宅当番医

毎
月
10
日
ま
で
に
復
興
推
進
課
に
提
出
く
だ
さ
い
。

文芸の広場

休日在宅当番医
※都合により変更になる場合がありますので、受診する人は
事前に医療機関にご確認ください。

1日㈰

しらおく内科クリニック ☎（25）1550

たけだ眼科クリニック ☎（23）3096

増田クリニック小児科 ☎（22）3570

3日㈫

あいだ診療所 ☎（25）1651

愛甲産婦人科 ☎（22）4020

公立多良木病院小児科 ☎（42）2560

4日㈬

伊津野医院 ☎（22）3066

掛井眼科医院 ☎（22）3383

たかはし小児科内科医院 ☎（24）2222

5日㈭

岡医院 ☎（22）3371

河野産婦人科医院 ☎（24）3838

やまむら小児科・内科 ☎（45）0005

8日㈰

田中医院 ☎（24）6127

田中クリニック ☎（22）7222

増田クリニック小児科 ☎（22）3570

15日㈰

堤病院 ☎（22）0200

外山胃腸病院 ☎（22）3221

人吉医療センター小児科 ☎（22）2191

22日㈰

外山内科 ☎（22）2003

とやまクリニック胃腸科・肛門科 ☎（28）3375

たかはし小児科内科医院 ☎（24）2222

29日㈰

ひとよし内科 ☎（24）1211

豊永耳鼻咽喉科 ☎（22）2031

やまむら小児科・内科 ☎（45）0005

毎床地区　梨の花

人口・世帯の動き
（４月１日現在）

人　口 前月比

世帯数（戸） 1,333 -11

人　口（人） 3,117 -62

男　性（人） 1,489 -31

女　性（人） 1,628 -31

高齢化率（％） 47.9

３
月
届
け
出
分
（
敬
称
略
）

戸
籍
の
窓

▼
ご
結
婚
お
め
で
と
う

　
氏
名　
　
　
　
　
　
地
区

　
宮み
や
も
と本　
達と

お
る　
　
　
　
友
尻

　
松ま
つ
の野　

美み

さ

き
咲
季　
　
毎
床

寿

【
短
歌
】

半
世
紀　
前
に
歌
っ
た　
思
い
出
の　

　
　
　
　
　
ア
ル
バ
ム
今
で
も　
心
に
残
り
て

満
開
の　
桜
に
心　
奪
わ
れ
て

　
　
歩
を
止
め
見
入
る　
あ
り
が
と
う
を
込
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
井
静
代

八や

そ
十
年
ま
え
は　
日
本
も
同
じ　
ウ
ク
ラ
イ
ナ

　
　
　
　
　
　
都
市
も
田
舎
も　
日
々
爆
弾
で

グ
ラ
マ
ン
と　
白
い
機
体
の　
Ｂ
29　

　
　
　
　
　
　
空
襲
警
報
で　
壕
に
逃
げ
込
む

校
庭
に　
並
べ
て
立
て
し　
藁わ

ら

人
形

　
　
　
　
　
「
敵
と
思
え
」
と　
竹
槍
で
突
く

渡
小
の　
集
合
写
真
は　
モ
ノ
ク
ロ
の

　
　
　
　
下げ

た駄
あ
り
雨く

つ靴
あ
り　
藁わ

ら
ぞ
う
り

草
履
あ
り

こ
の
春
も　
平
和
な
日
本　
ピ
カ
ピ
カ
の

　
　
　
　
　
　
ラ
ン
ド
セ
ル
背
に　
ひ
孫
入
学　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
飼
可
津
子

花
畑　
だ
ま
っ
て
通
る　
の
ら
猫
も

　
　
　
　
　
夜
の
た
ぬ
き
も　
皆
い
と
お
し
い

戦
事
中　
毎
日
着
て
い
た　
モ
ン
ペ
ー
が

　
　
　
　
リ
ボ
ン
む
す
び
で　
又
よ
み
が
え
り

何
事
も　
な
か
っ
た
様
に　
我
庭
に

　
　
　
　
　
桜
桃
ふ
じ
も
っ
こ
う　
バ
ラ
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
橋
カ
ヅ
子

【
川
柳
】

満
開
の　
桜
が
散
り
て　
枝
目
立
ち

陽
だ
ま
り
は　
親
子
の
関
係　
豊
か
に
し　

室
内
の　
階
段
利
用
し　
ス
ト
レ
ッ
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
井
静
代

【
肥
後
狂
句
】

諦
め
ん　
無
医
村
守
る　
医
師
に
な
る

こ
ら
あ
よ
か　
狂
句
作
っ
て　
呆
け
防
止

女
房
曰い

わ

く　
男
見
る
目
の　
無
か
っ
た
つ

も
っ
た
い
に
ゃ
あ　
結
婚
よ
り
か　
仕
事
ち
ゅ
う

も
う
良
か
ろ　
地
球
か
ら
消
え
て
よ　
コ
ロ
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
當
山
岳

鬼
の
面　
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
よ
り　
恐
い
人

の
さ
ん
ね
え　
と
う
と
う
七
波
に　
突
入
か

美
し
さ　
復
興
支
援
の　
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

自
己
嫌
悪　
鏡
見
る
の
が　
こ
わ
く
な
る　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
飼
竜り

ん
ど
う胆

編　
集　
後　
記

　
４
月
か
ら
広
報
く
ま
む
ら
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
作
る
側
に
な
り
、
皆
さ
ん
に
き
ち
ん
と
伝
え

る
こ
と
が
で
き
る
か
不
安
は
あ
り
ま
す
が
、
見
て
読
み

や
す
く
明
る
い
広
報
紙
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
先
日
、
球
泉
洞
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
へ
取
材

に
行
き
ま
し
た
。
想
像
以
上
の
お
客
さ
ん
の
多
さ
に
驚

い
た
の
と
同
時
に
、
活
気
の
あ
る
場
所
に
立
ち
会
え
て

嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
カ
メ
ラ
を
持
ち
取

材
に
伺
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
そ
の
際
は
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
木
屋
）

▼
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す　

　
氏
名　
　
　
　
　
　
年
齢　
地
区

　
小お

が
わ川　
豊と

よ
き喜　
　
　
90
歳　
小
川

　
中な

か
ぞ
の園　
キ
ミ
子こ　
　
94
歳　
中
園

   

大お
お
い
わ岩　
精せ

い
い
ち一　
　
　
70
歳　
大
岩
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広
報
く
ま
む
ら

発
行
・
編
集
／
球
磨
村
役
場
復
興
推
進
課　

印
刷
／
㈲
町
田
印
刷

〒
869-6401 熊

本
県
球
磨
郡
球
磨
村
大
字
渡
丙

1730
番
地

TEL 0966(32)1114 FAX 0966(32)1230 ホ

ーム
ペ

ージ
 http://w

w
w

.kum
am

ura.com
⑤

全村民が全村民が
避難について避難について
考える日考える日
５月15 日

令
和
４
年

ま
ず
自
分
が
で
き
る
こ
と

そ
し
て
み
ん
な
で
で
き
る
こ
と
を
考
え
ま
す日

訓練内容
①役場から午前９時に高齢者等避難を発令、
　 午前 10時に避難指示を発令予定
②住民は、住民の発意に基づき、集落の実情に
　併せた行動を予定
③災対本部は、避難者及び被災状況を県の防災
　情報共有システムを利用 した報告訓練を予定

気象学習会
同 日 開 催

時間　午後２時～午後３時 30分
場所　一勝地小学校体育館

問い合わせ　総務課　防災係　☎（32）1138

講師　村
むらなか

中　明
あきら

　氏
(NPO 法人環境防災総合政策研究機構・
理事、元気象庁予報課長 )

演題　大雨を知り、大雨に備える

※どなたでも参加できます


